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《
正
岡
子
規
（
３６
）
の
続
き
》
そ
の
２３５

子
規
と
漱
石
（
四
十
四
た
び
続
）

久
保
よ
り
江
さ
ん
に
つ
い
て
は
、『
日
本
女
性
人
名
辞

典
』（
一
九
九
八
年
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
刊
）
に
次
の
如

く
に
記
載
さ
れ
る
。
摘
記
す
る
。

明
治
１７
年
（
一
八
八
四
）
９
月
１７
日
〜
昭
和
１６
年

（
一
九
四
一
）
５
月
１１
日
。

明
治
・
大
正
期
の
俳
人
、
歌
人
。
愛
媛
県
松
山
に
生
ま

れ
る
。
夏
目
漱
石
が
松
山
在
住
時
代
に
下
宿
し
た
上
野
家

の
娘
。
幼
時
、
漱
石
や
子
規
に
愛
さ
れ
、
伯
母
に
つ
れ
ら

れ
て
、
俳
席
に
出
る
こ
と
も
よ
く
あ
っ
た
。

明
治
３２
年
（
一
八
九
九
）
上
京
し
て
府
立
第
二
高
等
女

学
校
を
卒
業
。

九
州
大
学
教
授
で
歌
人
の
久
保
猪
之
吉
と
結
婚
。
夫
と

共
に
福
岡
に
移
居
。「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
同
人
と
な
り
、
虚
子

ら
に
学
ぶ
。

ま
た
、
服
部
躬
治
に
和
歌
を
学
び
、『
明
星
』
に
作
品
を

発
表
し
て
い
る
。

『
よ
り
江
句
文
集
』、
小
説
・
随
筆
集
『
嫁
ぬ
す
み
』

な
ど
の
著
作
が
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
。

１１
歳
で
句
会
に
、
末
席
な
が
ら
連
な
っ
た
と
い
う
の
だ

か
ら
、
後
年
、
俳
人
と
な
る
素
質
は
既
に
幼
少
の
頃
か
ら

あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

句
会
と
い
う
の
は
、
松
山
の
主
に
小
学
校
教
員
の
集
ま

り
の
松
風
会
で
、
子
規
の
指
導
を
受
け
に
来
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
学
校
で
も
、
離
れ
に
え
ら
い
先
生
が
居
る

と
い
う
の
で
肩
身
が
広
か
っ
た
と
よ
り
江
は
書
い
て
い

る
。
校
長
先
生
は
じ
め
沢
山
の
先
生
が
句
会
に
来
ら
れ
、

用
事
が
あ
っ
て
来
ら
れ
ぬ
時
は
教
員
室
の
窓
か
ら
手
紙

や
、
こ
と
づ
け
を
頼
ま
れ
る
の
が
内
心
得
意
で
あ
っ
た
そ

う
で
あ
る
。

子
規
は
大
病
後
の
静
養
中
に
も
拘
ら
ず
、
句
会
を
催
し

て
熱
心
に
指
導
し
、
そ
の
ほ
か
に
散
歩
な
ど
外
出
も
し
て

い
た
よ
う
だ
。
よ
り
江
さ
ん
の
記
憶
に
残
っ
て
い
る
子
規

は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
ネ
ル
の
着
流
し
、
や
や
汚
れ
た
白
縮

緬
の
ヘ
コ
帯
を
、
瘠
せ
て
段
の
な
い
腰
に
落
ち
そ
う
に
巻

い
た
姿
だ
と
い
う
。
神
戸
で
の
臥
床
３
ヵ
月
で
、
臀
肉
が

す
っ
か
り
落
ち
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
子
規
居
士
五
十
回
忌
記
念
（
第
５４
巻

第
１２
号

昭
和
２６
年
１２
月
１
日
発
行
）
に
、「
ホ
ト
ト
ギ
ス

五
百
号
史
」（
柴
田
宵
曲
記
、
�
浜
虚
子
補
刪
と
い
う
長
文

の
雑
誌
で
上
下
二
段
組
、
総
ペ
ー
ジ
５５
ペ
ー
ジ
）
が
あ

り
、「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
毎
号
の
内
容
の
詳
し
い
紹
介
が
載
っ

て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
第
１６
巻
第
２
号
（
大
正
元
年
１１
月
）

に
、「
中
の
川
の
思
出
」
と
い
う
写
生
文
が
あ
る
。
こ
れ
が

久
保
よ
り
江
の
最
初
の
文
章
で
、
以
後
大
正
５
年
１
月
、

仝
８
年
１
月
、
仝
８
年
９
月
、
仝
１３
年
１１
月
、
仝
１５
年
７

月
、
仝
年
１０
月
に
よ
り
江
の
文
章
が
載
っ
て
い
る
そ
う
で

あ
る
。
大
正
１４
年
１２
月
（
第
２９
巻
第
３
号
）
に
は
、
虚
子

の
「
嫁
ぬ
す
み
序
」
が
載
っ
て
い
る
が
、「
嫁
ぬ
す
み
」
は

よ
り
江
の
文
集
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
か
な
り
長
期
に
わ
た
り
文
章
を
発
表
し
て

い
る
が
、
同
人
と
し
て
俳
句
が
抜
か
れ
て
載
せ
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
勿
論
で
あ
ろ
う
。

現
今
と
異
り
、
句
集
や
文
集
の
出
版
が
必
ず
し
も
容
易

で
な
い
時
代
に
、
著
書
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
な
か
な

か
の
才
能
の
所
有
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

よ
り
江
の
句
を
尋
ね
た
が
、
な
か
な
か
手
に
入
ら
な

い
。
や
っ
と
〈
新
版
〉
日
本
秀
句
第
６
巻
『
大
正
秀
句
』

（
富
安
風
生
著
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
一
五
日
春
秋
社
発

行
）
に
見
出
し
た
。（
初
版
は
一
九
六
四
年
）

こ
の
本
は
、
著
者
が
出
版
社
の
依
頼
に
応
じ
て
執
筆
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
か
な
り
の
老
齢
に
な
っ
て
か
ら
（
７０

歳
代
後
半
）
の
も
の
で
、
し
か
も
執
筆
の
場
所
も
二
転
三

転
し
、
参
考
書
も
少
な
い
状
態
で
の
も
の
で
、
各
作
家
の

句
も
、
必
ず
し
も
秀
句
や
代
表
作
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
訳
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

従
っ
て
よ
り
江
の
句
が
見
出
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
、
充

分
な
吟
味
や
検
討
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
と
は
思
え
な
い
。

し
か
し
、
よ
り
江
の
あ
る
方
向
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き

る
で
あ
ろ
う
し
、
風
生
の
鑑
賞
に
堪
え
た
句
を
読
む
こ
と

に
も
意
味
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

富
安
風
生
（
明
治
一
八
〜
昭
和
五
四

一
八
八
五
〜
一
九
七
九

）
は
東
大
卒
業
後
、
逓
信
省

に
入
り
、
次
官
ま
で
勤
め
上
げ
て
退
官
。
以
後
俳
句
一
筋

に
生
き
る
。
俳
句
は
３４
歳
で
福
岡
為
替
貯
金
支
局
長
時
代

に
、
吉
岡
襌
寺
洞
を
知
り
、
そ
の
道
に
入
る
。
福
岡
時

代
、
よ
り
江
と
も
面
識
が
あ
っ
た
。
芸
術
院
賞
受
賞
。

医
事
・
文
談

九
百
四
十
七

平
岸

三
八
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